
　本のタイトルは「脳血流量は
語る」であるが，これを読んで
いる筆者の脳血流量はどれくら
いだろうか？自分で自分の脳に
思いを馳せるという，摩訶不思
議な感じに陥ってしまう。例え
ば，血液の総量［mL］と，心臓
の容量［mL］を予測して，脈
拍［回数 /min］と，頭の大き

さや重さ［g］から，おおよその量を考えてみたりするが，
おそらく，正解にはたどりつかない。あれこれ考えてい
たときと，計算をあきらめた今では，脳血流量に違いは
あるのか？
　本書は，そのモヤモヤした感じを少しでも解消すべく，
脳血流量計測の第一人者が複雑な生命現象を，身近なも
のに例えたり，シンプルな数式を使ったりし，優しく解
説してくれる。そして，なぜ，「脳血流量」が語り得る
のか？
　著者の菅野巖先生は，HEADTOMEという高速 SPECT

と PETのハイブリッド装置を開発し，非密封 RIである
133Xeを使って，本邦で初めて脳血流量を計測した研究
者である。
　本書では，血管から脳神経細胞へ，どのように酸素が
供給されているのかをイメージしやすく説明され，脳血
流量の計測の黎明期から現在への道のり，計測の理論，
酸素を脳へ供給し続ける生命の巧妙な仕掛け，そして，
未だに解明されずにいる疑問へと話が進んでいく。
　実際に，筆者も東大病院で多くの患者さんの脳血流
SPECTを実施し，患者さん自身が自覚されているにも関
わらず，説明や表現しづらい症状を，脳血流 SPECTが素
直に語ってくれることを実感してきた。脳血流は症状の
背景となる病態の多くを表現してくれている。脳血管障

害のある症例では，脳の各領域の脳血流量［mg/mL/100 g］
や，酸素摂取率［％］を PETデータと動脈血データか
ら計算し，診療に活用してきた。脳血流量の単位が
mL/g/minではなく，なぜ mL/100 g/minなのだろうか，
等と思っていたが，そんな素朴な疑問も，本書ではさら
りと経緯を語っていたりする。
　人の生体活動を正確に計測することは，生命現象への
理解と，敬意のような思いを，もう 1度，起こさせてく
れる。生体現象を定量値で計測するということは，統一
された「ものさし」で測るということであり，ある検査
や，限られた範囲でのみしか通用しない相対値ではない。
統一された単位系による計測は，医学を科学として支え
てきた。
　是非，Isotope Newsの読者の皆さんには，一度この本
を手に取っていただきたい。脳血流量という人間が究極
に発達させてきた脳の命綱はどう制御されているのか，
その解明の歴史と，ラジオ・アイソトープとの深い関わ
りについて，是非，ご自身の脳を想像し，共感していた
だけたらと思う。
　そして，何より，筆者のような核医学に携わる医師に
もおすすめしたい。本書によって，脳血流量を計測する
ための科学的背景について理解を深めることができる
し，論理的な思考を促す説明の仕方は，学生や研修医指
導の場面，他の診療科の医師に説明するときに非常に役
立つ。
　最後に，本書のおすすめポイントを 3つ，簡単に述べ
て終わりにしたい。
・重要文献が豊富に記載されていること。脳血流量に関
する文献は，もはや膨大である。より深く学ぶにして
も，どこから手を付けてよいやら，と途方に暮れてし
まうが，本書にある文献が大変参考になると思う。
・1人の著者によって最初から最後まで書かれているこ
と。論旨の一貫性と，著者が培ってきた思想が貫かれ
ている。
・豊富なコラム欄。菅野先生と同じくこの領域をリード
してきた国内外の往年の先輩方とのエピソードが，菅
野先生の謙虚な視点で語られている。紹介されている
先輩諸氏のみならず，菅野先生の優しい人柄がうかが
え，静かな熱意が伝わってくる。
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